
 

 

 

 

■ 調印式のご案内 ■ 

日本赤十字社と「防災教育・啓発パートナー協定」を締結 

～ 地域防災力の向上を目的とした全国初の取組み ～ 
 

 関西大学と日本赤十字社大阪府支部（以下、日赤大阪）は、相互に連携して防災分野における

教育研究活動の一層の充実を図るとともに、教育研究協力を推進し、その成果の普及促進による

防災対策及び防災啓発に寄与することを目的に、「防災教育・啓発パートナー協定」を締結する

ことで合意に達し、下記のとおり調印式を行います。防災分野での大学と日本赤十字社との協定

締結は全国初の取組みです。 

関西大学では、２０１０年４月、高槻ミューズキャンパスに日本初となる社会安全学部を開設

し、防災・減災対策や事故防止、危機管理等に関する研究を推進するとともに、高度な専門知識

と実践的なスキルを備えた人材の養成に努めています。また、２００８年からは千里山キャンパ

スをはじめとする各キャンパスにおいて、１万人以上の学生・教職員が参加する大規模地震避難

訓練「関大防災Ｄａｙ」を実施しています。さらに、２０１３年度には日赤大阪の協力を得て、

防災講演会や応急処置講習等を実施しました。 

一方、日赤大阪では東日本大震災での救護および復興活動を経て、日頃の防災教育・啓発の重

要性を再認識し、今後の活動において注力していくことが必要であると確認されています。 

今回の協定締結により、日赤大阪の豊富な救護現場での経験と、本学で培われた防災分野の知

見が融合され、防災教育・防災啓発に活かすことで、地域防災力の向上につながることが期待さ

れています。 

記 

１ 日 時  ７月２４日（木）１４：００～１５：００ 

２ 場 所  関西大学千里山キャンパス １００周年記念会館 第１特別会議室 

〒５６４－８６８０ 大阪府吹田市山手町３－３－３５ 

（阪急千里線「関大前」駅下車 南出口から徒歩約５分） 

３ 参加者 

日本赤十字社大阪府支部  関西大学  

支部長 佐藤 茂雄 学長 楠見 晴重 

事務局長 服部 道代 副学長 田 栄司 

事務局次長 樋口 素行 大学本部長 岡田 弘行 

事業部長 近澤 昌仁 法人本部長 五藤 勝三 

以 上 

【添付書類】関西大学と日本赤十字社大阪府支部との防災教育・啓発パートナー協定書 
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防災教育・啓発パートナー協定書 
 

関西大学（以下「甲」という。）と日本赤十字社大阪府支部（以下「乙」という。）

は、防災分野における教育、研究及び啓発の協力に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 甲及び乙は、双方の自主性を尊重しつつ、相互に連携して、防災分野におけ

る教育研究活動の一層の充実を図るとともに、相互の教育研究協力を推進し、そ

の成果の普及を促進することにより、防災対策及び防災啓発の発展に寄与するこ

とを目的とする。 

 

（協力分野及び協力内容） 

第２条 協力分野は、防災対策に関すること及び防災啓発に関することとし、協力内

容は次のとおりとする。 

（１）教育、研究及び訓練・研修等に関すること。 

（２）甲の教職員、学生及び乙の職員等の交流に関すること。 

（３）研究資料、刊行物及び研究情報の交換等に関すること。 

（４）甲乙双方の資源を活用しての普及啓発に関すること。 

（５）甲の学生が行うボランティア活動の支援と連携。 

（６）その他、甲乙が必要と認める事項。 

２ 前項の協力に必要な具体的内容については、甲乙協議のうえ決定する。 

 

（協定の有効期間） 

第３条 本協定の有効期間は、締結の日から平成27年７月23日までの１年間とする。

ただし、有効期間満了の１か月前までに、甲乙いずれからも書面をもって終了の

申し出がないときは、更に１年間自動更新されるものとする。 

 

（協議事項） 

第４条 本協定に定めのない事項又は疑義が生じた事項は、甲乙協議の上、決定する。 

 

本協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙双方記名押印のうえ各自１通

を保有する。 

 

 

平成２６年７月２４日 

 

甲 吹田市山手町 3 丁目 3 番 35 号    乙 大阪市中央区大手前 2 丁目 1 番 7 号 

  関 西 大 学               日本赤十字社大阪府支部 

  学 長                 支 部 長  

 

 

 

                    


